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「総合教育力」構築の大切さ12
先に、家庭や学校での子どもへの働きかけのパターンによる子どもの家庭学習力や教科学力との関係を見たが、教師

の家庭学習支援力、保護者の家庭学習支援力、および学校の経営力のそれぞれの高低のパターンと子どもの家庭学習力
や教科学力との違いを調べたのが下のグラフである。

家庭学習力は相対的に保護者の影響が大きいが、教科学力は、教師の指導力、保護者の働きか
け、学校の経営力がともに高いパターンで最も高い傾向がある。

図表 12 －１　総合教育力のパターンと家庭学習力＆２教科総合との関係

45.0

50.0

55.0

45.0

50.0

55.0
小５生�
中２生�

２
教
科
総
合（
偏
差
値
）�

小５生�
中２生�

家
庭
学
習
力（
偏
差
値
）�

パターン�
教師の家庭学習指導力�
保護者の家庭学習支援力�
学校経営力（家庭学習充実）�
２教科総合�
（偏差値）�
家庭学習力�
（偏差値）�

小５生�
中２年�
小５生�
中２生�

Ａ�
○�
○�
○�
53.2�
53.0�
51.5�
53.5

Ｂ�
○�
○�
×�
53.3�
51.0�
52.0�
51.5

Ｃ�
×�
○�
○�
52.9�
51.2�
51.8�
52.8

Ｄ�
○�
×�
○�
50.8�
49.4�
47.7�
47.9

Ｅ�
○�
×�
×�
50.6�
48.4�
49.5�
48.5

Ｆ�
×�
○�
×�
50.2�
51.5�
51.8�
54.5

Ｇ�
×�
×�
○�
48.3�
47.8�
48.4�
48.2

Ｈ�
×�
×�
×�
47.4�
49.7�
48.4�
50.8

図表 12 －１は、教師の家庭学習指導力、保護者の家庭学習支援力、学校の家庭学習充実への経営力の各総合スコアの
平均以上（○）・平均未満（×）によって子どもを８つのパターンにグルーピングし、それぞれのグループに属する子ども
の「家庭学習力」スコア（偏差値）と「２教科総合」スコア（偏差値）をグラフにしたものである。
家庭学習力については、とくに中学校で、保護者のみ平均以上のパターンＦで最も高いという他と異なる形を示して

おり、小学校についても同様な傾向がうかがえる。しかし、全体として、保護者を含み教師の指導力か学校の経営力の
いずれか、あるいはともに高いパターンで子どもの家庭学習力が高い傾向が読み取れる。
教科学力については、中学校では教師の家庭学習指導力、保護者の家庭学習支援力、学校の経営力の３つがともに高

いパターンＡで子どもの教科学力が最も高く、小学校についてもパターンＡとパターンＢがやや逆転しているが、三者
のうちの平均未満のものが増えるほど、子どもの教科学力が低下する傾向を示している。中学校では、保護者のみ平均
以上のパターンＦが家庭学習力の場合に対応する形で教科学力も高い傾向を示すが、三者ともに平均以上のパターンＡ
の教科学力の水準には達しておらず、やはり三者それぞれがその役割を発揮していくことの大切さを示唆していると考
えられる。


